いつの 世と て かわり はない が、 さすがに 残される ほど 

の ものに は、 各階 級 を 支配し、 代表した 美が ある。 尤 

も 現代の 理想 は、 差別 を 廃し、 平等と なる 精神に ある。 

とはいえ、 根本 は 一 つで ありながら、 美と 善と は 両立 

せねば ならぬ。 そして 生れながら にして、 美 を 心に、 

されき 

姿に 授けられ たもの は、 砂礫の なかの ダイヤモンド、 

いき 

生る にけ わしき 世の、 命の 源泉と して、 人生 を 幸福に 

する ものと いえる。 

しる 

かって、 「現代 女性の 美の 特質」 とて、 大正 美人 を 記 

した 中に、 あまりに 世の中の 美人 観が 変った とて、 「現 

代 は 驚異で ある」 とわたし は 言って いる。 現^で は、 



ど はず とっぴ 

度外れと いう こと や、 突飛と いう ことが 辞典から 取消 

されて、 どんな こと も あたりまえ のこと となつ てし 

まった、 実に 「驚異」 横行の 時代で あり、 爆発の 時代 

である。 各自の 心のう ちに は 空 さえ も 飛び 得る と いう 

自信 を もち もす る。 まして 最近、 檻 を 蹴破 リ、 桎梏 を 

かなぐり すてた 女性 は、 当然 ある 昂リを 胸に 抱く、 そ 

かいおん 

れ ゆえ、 古い 意味の (調和) 古い 意味の (諧 音) それ 

らの 一 切 は 考えな く ともよし とし、 (不調和) のうちに 

きょう ざ つ おん 

調和 を 示し、 音楽 を 夾 雑音 のうちに 聴く こと を 得意 

とする。 女性の 胸に 燃えつつ ある 自由 思想 は、 (化粧) 

(服装) (装 身) という 方面の 伝統 を 蹴り 去り、 外形的 



に (破壊) と (解放) と を 宣告し、 ととのわない 複雑、 

出来 そくな つた 変化、 メチ ヤメ チヤな 混乱、 —— いか 

にも 時代に ふさわしい 異色 を 示して いる —— と 語って 

いる。 

その 時代精神の 中枢 は 自由であった。 束縛 は 敵で あ 

り、 跳躍 は 味方だった。 各自の 気分に よって 女性 はお 

つくり をし だした。 美の 形式 は あらゆる 種類の ものが 

認識され、 その 奔放な 心持ち は、 ゆきつく ところ を 知 

らず にい まもな お 混沌と して つづいて いる。 

この 混沌た る 時代 粧ょ。 

改革の 第一歩 は 勇気に 根ざす、 いかに 馴化され た 美 



でも、 古くな り 気が 抜けて は、 生気に 充 ちた 時代の 気 

分と は 合わ なくなって しまう。 混沌た る 中から 新 様式 

の 美 は 発しる。 やがて、 そこから、 新 日本の 女性美 は 

現わされ 示される であろう。 

t 古 から 美女 は 京都 を 主な 生産地と していた が、 こ 

の ごろ 年 ごとに 彼 地へ 行って 見る が、 美人に は 一 人 も 

逢わなかった といって よい ほどであった。 一世紀 前 位 

まで は、 たしかに、 平安朝 美女の 名残り をと どめて い 

たので あろうが、 江戸の いんしん は、 彼 地から 美女 を 

奪った といえる。 徳川 三百 年、 豊麗な、 腰の 丸み 柔ら 



ではない か。 

やまがた ゃリ 

あの 謹厳な、 故山 県 老公 もまた 若くて、 齡 si り をお 

どった とさえ 言伝 えられる、 明治 十七、 八 年 ごろの 

鹿 鳴 館 時代 は、 欧風 心酔の 急進党が 長夜の 宴 を 張って、 

男女 交際に 没頭した おりであった。 洋行が えりの 式部 

官 戸田 子爵 夫人 極 子が、 きわめて 豊麗な 美女で、 故 伊 

藤 公が 魅惑 を 感じて 物議 を ひきおこ したとの 噂 も 

ひがし ふしみ のみや 

あった。 岩 倉 公爵夫人 —— 東 伏 見 宮大妃 周 子 殿下の 

母君 も、 殿下が 今 もな おお 美しい がごと く 清らかな 女 

おおくま 

だった。 大隈侯 夫人 綾子 も 老いての 後 も麗々 しかった 

むらくも にこう 

ように 美しかった。 その 中に も 故 村 雲 尼 公 は 端麗なる 



にたって、 多くの 養女 を それぞれの 顕 官に呈 して、 時 

うかが と つしょう 

世の 機微 を視ぃ 知っていた。 有明楼 おきく は、 訥升 

沢 村 宗十郎 の 妻と な つ て —— 今の 宗十郎 の 養母 II 晚 

年 を やすらかに 逝った が、 これ また 浅 草 今 戸 橋の かた 

かきょ ぶんじんぼっかく 

わらに、 手び ろく 家居して、 文人墨客に 貴紳に、 なく 

てなら ぬ 酒亭の 女主 人で あ つ た。 

よしち よう よね はち 

芳町 の 来 八、 後に 今 紫と 一 緒に 女優と な つ て、 

千歳 米 波と よばれた 妓は、 わたしの 知っている 女の 断 

髪 の 最初 だ と 思う。 彼女 は 若 いころの 奔放 さ を もちな 

がら、 おとろえて ゆく 嘆きに 堪えない でか、 大酒 を あ 

ゆかた 

おって、 芝居 見物 中な ど 大声 を あげていた。 浴衣の 腕 



を まくり、 その 頃 はま だ 珍ら しい 腕輪 を 見せ、 やや 長 

すけろ く 

めの 断髪の 下から、 水入りの 助 六 (九 代 目巿川 団十郎 

はちまき てぬぐい あた リ 

歌舞伎十八番) のよう な 鉢巻 を 手拭でして、 四辺 をす 

こし も はばからなかった。 彼女が 来 八の 若盛りに、 そ 

のころ の 最新 知識の 秀才 二人 を 見立て、 そのうちの 誰 

が、 この 来 八の 配偶と して 最もよ いかと いう 事に なり、 

めでたく その 一人と 結び はした ものの、 その 人に 早く 

死別して、 あたら 才女 も 奇矯な 女に なって しまったの 

ときわず 

であった。 また 赤 坂で、 町 芸者 常 磐津の 師匠と もっか 

ずに 出て いたお ちょうが、 開港 場の 人気の、 投機的な 

のに 目 をつ けて 横 浜に ゆき、 生糸 王国 をつ くった 茂 木、 



知る 人 は、 それより 一 足 前にあった、 大坂鴻 池 夫人 福 

子の 哀れな 心根に、 女の 一生と いう ものの わびし さ を 

みや ざき リ ゆうすけ 

も 感じる であろう。 そういう 点で、 いま は 宫崎龍 介 

つくし びゃくれん あきこ 

氏 夫人で ある もとの 筑 紫の 女王 白蓮 女史の 燁 子さん 

ほ 幸福 だ。 

なお 多くの 人の 名 を つらねても、 伝の 一片 を 書き 得 

ない の を 怨みと して これ を 終る。 
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